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平
成
三
十
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認

　

皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
県
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
県
内
に
お
い
て
火
災
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
は
二
四
名
と
い
う
こ
と
で
、
特

に
八
月
横
手
市
で
の
ア
パ
ー
ト
火
災
で
は

五
名
の
方
が
犠
牲
に
な
る
大
変
悲
し
い
火

災
も
あ
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、皆
様
方
に

は
火
災
の
予
防
、
迅
速
な
消
火
活
動
に
ご

尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
日
本
海
中
部
地
震
か
ら

三
五
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
が
、
そ
の

後
の
阪
神
淡
路
、
東
日
本
大
震
災
等
国
内

各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。改
め
て
、地
震
に
対
す
る
備
え
や
避

難
体
制
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
皆
様
か
ら

ご
支
援
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
と
し
て
も

一
段
と
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
も
皆
様
に
は
大
変
難
儀
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
尽
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
の
平

成
三
〇
年
度
定
時
評
議
員
会
が
五
月
二
九

日(
火)
、
秋
田
市
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

評
議
員
会
に
は
、
秋
田
県
副
知
事
堀
井

啓
一
様
な
ど
三
名
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
た
ほ
か
、評
議
員
一
八
名
、理
事
・
監
事

一
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
中
田
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
、
引
き
続
き
堀
井
副
知
事
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、

平
成
二
九
年
度
事

業
の
概
要
報
告
や

会
計
決
算
、
ま
た

辞
任
に
伴
う
評
議

員
一
一
名
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
一
四
名
の
選
任
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
理
事
の

任
期
は
平
成
三
二
年
度
定
時
評
議
員
会
の

終
結
の
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

菊池評議員長

　

ご
来
賓
並
び
に
評
議
員
の
皆
様
に
は
、

当
協
会
の
運
営
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
、格
別
な
る
ご
支
援
、ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
が
益
々

厳
し
く
な
る
中
、
取
り
分
け
県
内
の
消
防

団
員
数
は
、ピ
ー
ク
時
の
半
数
を
下
回
り
、

一
六
，六
〇
〇
人
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
五
年
間
で
、
約
九
〇
〇
人
減
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
新
た
に
五
城
目
町
消
防
団
に
女

性
が
入
団
す
る
な
ど
、
女
性
消
防
団
員
は

年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に

い
た
し
ま
し
て
も
、団
員
の
確
保
は
、大
変

難
し
い
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

県
、市
町
村
、そ
れ
に
我
々
協
会
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
し
っ
か
り
果
た

し
な
が
ら
、
団
員
確
保
と
い
う
大
き
な
課

題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支

援
、ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
二
九
年
度
会
計
決
算
な
ど
を
承
認

平
成
二
九
年
度
会
計
決
算
な
ど
を
承
認

平
成
三
〇

平
成
三
〇
年
度
年
度

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

会
長
あ
い
さ
つ

来
賓
祝
辞

秋
田
県
消
防
協
会
長

　

中
田　
　

潤

秋
田
県
副
知
事

　

堀
井　

啓
一

平
成
二
九
年
度
会
計
決
算
な
ど
を
承
認

平
成
三
〇
年
度
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■
承
認
さ
れ
た
議
案

　

⑴
平
成
二
九
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

⑵
平
成
二
九
年
度
会
計
決
算

　

⑶
監
査
報
告

　

⑷
役
員
等
の
選
任

＊
辞
任
に
伴
い
選
任
さ
れ
た
評
議
員

　
　

児
玉　

忠
幸
（
鹿
角
市
副
団
長
）

　
　

青
山
竹
千
代
（
三
種
町
団
長
）

　
　

伊
藤　

孝
年
（
藤
里
町
団
長
）

　
　

吉
田　

陽
一
（
男
鹿
市
団
長
）

　
　

藤
井　

好
春
（
五
城
目
町
団
長
）

　
　

保
泉　
　

隆
（
秋
田
市
副
団
長
）

　
　

高
橋　

清
功
（
秋
田
市
副
団
長
）

　
　

藤
島　

絹
雄
（
仙
北
市
団
長
）

　
　

柴
田　

和
久
（
横
手
市
十
文
字
団
長
）

　
　

柿
﨑　

眞
悦
（
羽
後
町
団
長
）

　
　

佐
藤　

孝
吉
（
湯
沢
市
副
団
長
）

＊
任
期
満
了
に
伴
い
選
任
さ
れ
た
理
事

　
　

児
玉　

誠
喜
（
鹿
角
市
団
長
）

　
　

齋
藤　
　

勉
（
大
館
市
団
長
）

　
　

中
田　
　

潤
（
能
代
市
団
長
）

　
　

谷
口　

良
一
（
大
潟
村
団
長
）

　
　

大
島　

昌
良
（
秋
田
市
団
長
）

　
　

周
防　

彦
宗
（
由
利
本
荘
市
団
長
）

　
　

髙
橋　

正
尚
（
美
郷
町
団
長
）

　
　

平
良
木　

保
（
横
手
市
増
田
団
長
）

　
　

軍
司　

信
幸
（
湯
沢
市
団
長
）

　
　

土
田　
　

元
（
秋
田
県
総
合
防
災
課
長
）

　
　

佐
藤　

好
幸
（
秋
田
市
消
防
長
）

　
　

鈴
木　

良
則
（
大
曲
仙
北
広
域
消
防
長
）

　
　

伊
藤　
　

智
（
能
代
山
本
広
域
消
防
長
）

　
　

高
橋　

尚
文
（
消
防
協
会
事
務
局
長
）

■
協
議
事
項
等

　

⑴
平
成
三
〇
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算

　

⑵
平
成
三
一
年
度
秋
田
県
消
防
大
会
の

開
催
支
部
（
第
七
二
回
大
会
は
、
由

利
本
荘
に
か
ほ
支
部
で
開
催
し
ま

す
。）

　

⑶
第
五
五
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

　
　

①
開
催
日
、
場
所

　
　
　

平
成
三
〇
年
九
月
一
日（
土
）

　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校 

放
水
訓
練
場

　
　

②
大
会
内
容

　
　
　

◆
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

      　

◆
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
　
　
　
＊
第
二
六
回
全
国
消
防
操
法
大
会
の
県

代
表
予
選
を
兼
ね
る
。

　
　
　
　
　

平
成
三
〇
年
一
〇
月
一
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　

開
催
地…

富
山
市

　
　
　

◆
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
　
　
　
＊
第
二
四
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

の
県
代
表
予
選
を
兼
ね
る
。

　
　
　
　
　

平
成
三
一
年
度
開
催
（
横
浜
市
）

　
　

③
出
場
順
の
抽
選

　
　
　

平
成
三
〇
年
八
月
八
日（
水
）午
後

　
　
　

会
場…

秋
田
市

　
『
臨
時
理
事
会
を
開
催
』

　

定
時
評
議
員
会
終
了
後
、
臨
時
理
事
会

を
開
催
し
、
会
長
、
副
会
長
の
選
定
な
ど

を
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
田
会

長
、
児
玉
・
髙
橋
両
副
会
長
は
再
任
、
海

野
副
会
長
の
後
任
と
し
て
、
周
防
彦
宗
理

事
（
由
利
本
荘
市
団
長
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
辞
任
さ
れ
た
海
野
氏
は
協

会
の
顧
問
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
防
技
術
の
向
上
と
意
識
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
新
た
な
人
材
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
第
十
二
回
東
北
水
防

技
術
競
技
大
会
」
が
五
月
二
七
日(

日)

、

山
形
県
大
石
田

町
の
最
上
川
総

合
水
防
演
習
会

場
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
の
県
選

抜
の
六
団
体
各

二
〇
名
が
参
加

　

本
県
か
ら
は

横
手
市
十
文
字

消
防
団
が
参
加

し
、
「
月
の
輪
工
法
」
と
「
シ
ー
ト
張
り

工
法
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
基
準
は
、
出
来
映
え
と
競
技
中
の

規
律
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本

大
会
は
、
平

成
三
〇
年
度

最
上
川
総
合

水
防
演
習
の

開
催
に
併
せ

て
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
（
情
報
提
供
＝
横
手
市
十
文
字
地
域
課
）

第
十
二
回
東
北
水
防
技
術
競
技
大
会

〜
横
手
市
十
文
字
消
防
団
が
参
加
〜



(３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成30年６月15日（毎月１回15日発行）　№772

一般財団法人秋田県消防協会　理事・監事・評議員

役　職
〔理　事〕

所属・階級等
能代市消防団　団長
鹿角市消防団　団長
美郷町消防団　団長
由利本荘市消防団　団長
秋田県総務部総合防災課　課長
大館市消防団　団長
横手市増田消防団　団長
湯沢市消防団　団長
大潟村消防団　団長
秋田市消防団　団長
秋田市消防本部　消防長

秋田県消防協会　事務局長

氏　　名
 中　田　　　潤
 児　玉　誠　喜
 髙　橋　正　尚
 周　防　彦　宗
 土　田　　　元
 齋　藤　　　勉
 平良木　　　保
 軍　司　信　幸
 谷　口　良　一
 大　島　昌　良
 佐　藤　好　幸
 鈴　木　良　則
 伊　藤　　　智
 高　橋　尚　文

大曲仙北広域市町村圏組合
消防本部　消防長
能代山本広域市町村圏組合
消防本部　消防長

会　　長
副 会 長
〃
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

業務執行理事

役　職
〔監　事〕

所属・階級等
上小阿仁村消防団　団長
井川町消防団　団長
横手市横手消防団　団長

科　　　　　目
経常収益計
主な内訳

経常費用計
主な内訳

当期経常増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
正味財産期末残高
主な内訳

当　年　度 前　年　度 増　　　減
          31,735,916

255
5,533,800
291,600

13,084,276
5,085,045
5,672,700
2,068,240
32,576,822
11,933,152
3,918,043
4,360,139
2,311,731
1,560,741
1,537,978
1,960,000
4,995,038
△ 840,906
△ 840,906
110,090,460
109,249,554
109,249,554
3,000,000

30,233,895
637

5,611,500
291,600

12,949,315
5,094,060
5,745,000
541,783

31,267,549
11,805,813
3,714,206
4,000,070
2,329,494
1,544,680
1,709,702
1,760,000
4,403,584

△ 1,033,654
△ 1,033,654
111,124,114
110,090,460
110,090,460
3,000,000

1,502,021
△ 382

△ 77,700
0

134,961
△ 9,015
△ 72,300
1,526,457
1,309,273
127,339
203,837
360,069
△ 17,763
16,061

△ 171,724
200,000
591,454
192,748
192,748

△ 1,033,654
△ 840,906
△ 840,906

0

基本財産運用益
受取会費（掛金）
事業収益
受取補助金等
受取負担金
受取寄付金（会費）
その他経常収益

給与等
旅費交通費
消耗什器備品費
印刷製本費
支払助成金
委託費
互助会見舞金
その他経常費用

基本財産

氏　　名
北　林　義　髙
遠　間　富　和
冨　田　　　昭

監　　事
〃
〃

役　職
〔評議員〕

関係する消防機関氏　　名

（平成30年５月29日現在）

平成29年度決算〔正味財産増減計算書〕
（単位：円）（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

成　田　俊　昭
児　玉　忠　幸
田　中　政　幸
藤　田　久　悦
青　山　竹千代
本　多　　　健
伊　藤　孝　年
吉　田　陽　一
伊　藤　良　勝
渡　部　壽　一
藤　井　好　春
浅　井　　　学
保　泉　　　隆
高　橋　清　功
佐々木　伸　一
金　子　英　紀
佐　藤　　　一
藤　島　絹　雄
菅　原　一太郎
塩　田　　　勉
菊　池　二　郎
柴　田　和　久
藤　原　　　博
髙　橋　良　則
大　石　義　孝
柿　﨑　眞　悦
鈴　木　　　修
佐　藤　孝　吉

小坂町消防団
鹿角市消防団　
鹿角広域行政組合消防署　
北秋田市消防団
三種町消防団　
八峰町消防団　
藤里町消防団
男鹿市消防団　
潟上市消防団
八郎潟町消防団
五城目町消防団
男鹿地区消防一部事務組合消防本部
秋田市消防団
秋田市消防団
にかほ市消防団
にかほ市消防団
大仙市消防団
仙北市消防団
横手市平鹿消防団
横手市雄物川消防団
横手市大森消防団
横手市十文字消防団
横手市山内消防団
横手市大雄消防団
横手市消防本部
羽後町消防団
東成瀬村消防団
湯沢市消防団
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第
七
二
期
初
任
教
育
の
入
校
生
は
、
四

月
一
三
日
の
入
校
式
か
ら
も
う
二
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

入
校
当
初
、
全
く
未
知
の
分
野
で
あ
る

消
防
の
教
育
訓
練
へ
の
不
安
、
寮
で
の
共

同
生
活
へ
の
戸
惑
い
な
ど
が
感
じ
ら
れ
た

が
、
今
で
は
み
ん
な
が
協
力
し
て
日
々
の

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
訓
練
も
五
月
に
入
る
と
、
体
力
錬

成
、
礼
式
訓
練
か
ら
消
防
基
礎
技
術
の
習

得
へ
と
移
行
し
、
現
在
で
は
、
空
気
呼
吸

機
器
取
扱
訓
練
、
身
体
結
索
訓
練
な
ど
の

実
技
訓
練
が
本
格
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
消
防
学
校
か
ら
「
一
ヶ

月
を
振
り
返
っ
て
」
と
題
し
た
作
文
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

第
七
二
期
初
任
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 

　

消
防
学
校
に
入
校
し
て
、
あ
っ
と
い
う

間
の
一
ヶ
月
に
感
じ
ま
し
た
。
わ
く
わ
く

し
た
気
持
ち
と
緊
張
の
気
持
ち
で
入
校
し

ま
し
た
が
、
寮
生
活
に
も
慣
れ
、
座
学
や

訓
練
な
ど
、
一
日
の
流
れ
も
つ
か
め
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
一
ヶ
月
で
は
、
予
習
・
復
習
の
大

切
さ
や
、
放
課
後
の
時
間
の
使
い
方
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
座
学
や
訓
練
に
お

い
て
も
、
予
習
が
な
け
れ
ば
そ
の
時
間
に

身
に
付
く
量
が
大
き
く
違
う
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
復
習
す
る
こ
と
で
次
回
に
確

実
に
繋
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
放
課

後
の
時
間
も
、
走
っ
た
り
、
体
の
ケ
ア
を

し
た
り
、
と
て
も
大
切
な
時
間
だ
と
思
い

ま
す
。
何
も
考
え
ず
に
い
て
も
時
間
は
過

ぎ
て
し
ま
う
の
で
、
し
っ
か
り
自
分
で
考

え
る
力
を
身
に
付
け
て
、
有
意
義
な
時
間

を
作
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

こ
の
一
ヶ
月
の
よ
う
に
、
次
の
一
ヶ
月

も
あ
っ
と
い
う
間
だ
と
思
い
ま
す
。
五
月

か
ら
は
効
果
測
定
も
始
ま
る
の
で
、
ま
た

内
容
の
濃
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
五
月
は
、
学
ん

だ
こ
と
を
そ
の
日
の
う
ち
に
理
解
し
、
身

に
付
け
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

秋
田
県
消
防
学
校
に
入
校
し
て
、
こ
の

一
ヶ
月
は
常
に
バ
タ
バ
タ
し
た
生
活
で
し

た
。
私
は
入
校
す
る
ま
で
の
間
、
正
直
学

校
で
し
っ
か
り
生
活
し
て
い
け
る
か
、
う

ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
と
て
も
不
安
で
し

た
。
し
か
し
、
第
七
二
期
五
四
名
は
優
し

く
良
い
人
ば
か
り
で
、
半
年
間
こ
の
メ
ン

バ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
合
い
、
本
気
で
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

入
寮
し
て
一
週
目
は
と
に
か
く
毎
日
緊

張
し
、
ご
飯
も
食
べ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の

毎
日
で
し
た
。
二
週
目
は
と
う
と
う
授
業

が
始
ま
り
、
座
学
と
訓
練
の
日
々
が
始
ま

り
ま
し
た
。
訓
練
は
毎
日
が
キ
ツ
く
、
つ

い
て
い
く
こ
と
に
必
死
で
し
た
。
三
週
目

で
は
、
少
し
づ
つ
学
校
で
の
生
活
に
慣
れ

て
き
て
、
こ
の
一
ヶ
月
を
振
り
返
る
と
、

学
校
で
の
生
活
は
と
て
も
充
実
し
た
も
の

で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
気
を
付
け
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
は
、
慣
れ
て
き
た
生
活
で
緩

ん
だ
生
活
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
こ
で
の
生
活
に
少
し
ず
つ
慣

れ
て
き
た
た
め
、
慣
れ
た
の
な
ら
今
ま
で

よ
り
も
上
を
目
指
し
て
生
活
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

来
月
か
ら
は
今
月
よ
り
も
日
々
の
生
活
を

考
え
、
よ
り
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
初
心
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は

こ
の
社
会
で
生
活
し
て
い
く
上
で
と
て
も

重
要
な
心
構
え
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

も
ち
ろ
ん
消
防
組
織
の
中
で
の
生
活
も
例

外
で
は
な
い
。
入
校
し
て
早
く
も
一
ヶ
月

が
経
過
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
消
防
学
校

で
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
と
思
う
。
そ

し
て
、
生
活
に
慣
れ
て
き
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、
も
う
一
度
初
心
に
戻
り
、
日
々
の
生

活
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
感

じ
た
。

　

私
に
と
っ
て
初
心
と
は
、
消
防
吏
員
と

し
て
採
用
さ
れ
る
前
ま
で
遡
る
。
地
元
が

好
き
で
地
元
の
方
々
の
役
に
立
て
る
よ
う

な
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
、
こ
の
職
を
選

択
し
た
。
消
防
吏
員
は
確
か
な
知
識
・
技

術
・
体
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
全

て
習
得
す
る
た
め
に
、
な
ぜ
消
防
吏
員
に

な
り
た
か
っ
た
の
か
、
消
防
吏
員
に
な
っ

て
何
が
し
た
か
っ
た
の
か
を
も
う
一
度
再

確
認
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
残
り
の
消
防

学
校
生
活
に
励
み
た
い
。

　

消
防
学
校
初
任
教
育
課
程
は
、
非
常
に

短
い
期
間
だ
が
、
同
時
に
非
常
に
重
要
な

期
間
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に

過
ご
し
、
自
身
の
目
指
す
消
防
吏
員
に
な

れ
る
よ
う
、
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
行
動
し

て
い
き
た
い
。

木
内　

絵
美

 (

秋
田
市
消
防
本
部)

伊
藤　

康
希

 (

北
秋
田
市
消
防
本
部)

佐
藤　
　

迅

 (

由
利
本
荘
市
消
防
本
部)
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私
が
消
防
学
校
に
入
校
し
て
、
一
ヶ
月

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
生
活
に

慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
慣
れ
す
ぎ

る
と
、
ど
こ
か
で
油
断
し
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
。
生
活
や
服
装
に
緩
み
が
出
て
き

て
、
入
校
初
日
の
時
と
は
違
い
、
緊
張
が

無
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
メ

リ
ハ
リ
を
付
け
て
自
分
に
緊
張
を
持
た
せ

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
効
果
測
定
な
ど
が
入
っ

て
く
る
の
で
、
時
間
を
見
つ
け
勉
学
に
励

み
、
訓
練
の
予
習
と
復
習
を
行
い
、
経
験

者
と
し
て
他
の
人
の
見
本
と
な
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
体
力
錬
成
は
前
よ
り
も
辛
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
人
を
助
け

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
な
の
で
、
自
分
に

甘
く
な
ら
ず
、
仲
間
と
一
緒
に
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

気
温
も
上
が
り
、
集

中
力
が
削
が
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
暑
く
な
り
、
そ
の

上
、
防
火
衣
を
着
て
の

訓
練
や
制
服
を
着
て
の

訓
練
礼
式
も
増
え
て
い

く
の
で
、
ケ
ガ
等
に
注

意
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

入
校
し
て
か
ら
一
ヶ
月
が
経
過
し
、
今

振
り
返
る
と
長
い
よ
う
で
、
あ
っ
と
い
う

間
だ
っ
た
と
感
じ
る
。新
し
い
環
境
の
中

で
、
同
期
と
共
同
生
活
し
て
い
け
る
か
不

安
も
多
か
っ
た
が
、
徐
々
に
環
境
に
も
慣

れ
、
日
々
の
訓
練
や
生
活
を
通
し
て
同
期

と
の
絆
や
仲
間
意
識
が
生
ま
れ
て
き
た
。

放
課
後
、
同
期
の
仲
間
と
制
服
に
ア
イ
ロ

ン
を
か
け
た
り
、
体
力
錬
成
な
ど
で
汗
を

流
し
た
り
す
る
時
間
が
絆
を
深
め
る
一
つ

の
か
け
が
え
の
な
い
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
私
自
身
に
不
足
し
て
い
る
課

題
も
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が

体
力
面
で
あ
る
。
ほ
か
の
同
期
と
比
べ
、

筋
力
や
持
久
力
が
劣
っ
て
い
る
の
で
、
放

課
後
の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
週
末

の
時
間
に
体
力
錬
成
を
行
い
、
周
囲
と
の

差
を
縮
め
た
い
。

　

消
防
学
校
で
の
時
間
が
経
過
す
る
に
つ

れ
、
慣
れ
な
ど
に
よ
っ
て
入
校
当
初
の
緊

張
感
が
私
自
身
も
含
め
全
体
的
に
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
入
校
時
に
掲

げ
た
「
消
防
吏
員
と
し
て
の
み
で
な
く
、

社
会
人
と
し
て
も
一
回
り
も
二
回
り
も
大

き
く
成
長
す
る
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
も
、
緊
張
感
と
意
気
込
み
を
も

っ
て
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、
大
き
く
成

長
し
た
い
。

　

四
月
は
、
初
め
て
の
経
験
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。訓
練
礼
式
、
ポ
ン
プ
操
法
、

三
連
梯
子
、
消
防
法
や
消
防
用
設
備
な
ど

の
座
学
授
業
、
消
防
学
校
で
の
生
活
に
慣

れ
て
い
く
の
に
大
変
で
し
た
。入
校
し
た

そ
の
日
か
ら
消
防
学
校
の
厳
し
い
感
じ
を

見
せ
つ
け
ら
れ
、
心
身
と
も
に
引
き
締
ま

り
ま
し
た
。ま
ず
、身
だ
し
な
み
に
関
し
て

と
て
も
気
を
つ
か
い
ま
し
た
。制
服
に
シ

ワ
が
少
し
で
も
あ
る
だ
け
で
、
腕
立
て
を

十
回
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
指
摘
し
合

い
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。私
は
身
だ
し

な
み
に
つ
い
て
無
頓
着
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
時
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
寮
内
で
の
共
同
生
活
に
つ
い
て
で

す
。
私
の
部
屋
は
三
階
に
あ
っ
て
四
人
部

屋
で
す
。
運
の
良
い
こ
と
に
、
部
屋
の
メ

ン
バ
ー
に
は
恵
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
最

初
は
あ
ま
り
会
話
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
合
っ
て
み
ん
な
と
仲
良
く
生
活
で
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
資
機
材
を
使
っ
た
訓
練

も
興
味
深
く
新
鮮
で
し
た
。
ホ
ー
ス
や
梯

子
の
持
ち
方
、
動
作
に
あ
わ
せ
て
の
呼
称

な
ど
、
一
生
懸
命
や
る
の
で
精
一
杯
で
し

た
。
来
月
も
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

消
防
学
校
に
入
校
し
て
約
一
ヶ
月
が
経

っ
た
。仲
間
も
増
え
、生
活
に
も
慣
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。し
か
し
、消
防
学
校
の
生
活

に
慣
れ
て
余
裕
が
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
気
の
緩
み
が
で
て
き
て
し
ま
っ

て
い
る
気
が
す
る
。教
官
方
に
指
摘
さ
れ

る
こ
と
が
日
に
日
に
多
く
な
っ
て
き
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　

二
日
に
一
回
行
わ
れ
て
い
る
朝
の
通
常

点
検
で
も
、
服
装
の
乱
れ
で
指
摘
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。朝
、鏡
で
自
分
の
服
装
を
正

し
て
き
て
い
る
の
だ
が
、
自
分
で
は
気
づ

か
な
か
っ
た
た
め
、
見
落
と
し
て
い
る
部

分
が
ま
だ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。ま
だ
ま

だ
自
分
に
甘
い
気
が
す
る
。給
料
を
貰
っ

て
消
防
学
校
と
い
う
学
舎
で
学
ば
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
も
っ
と
深

く
自
覚
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
自
分
は
他
の
人
よ
り
も
覚
え
が

悪
い
の
で
、
午
後
の
訓
練
終
了
か
ら
消
灯

ま
で
の
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か
考
え
て
行

い
、
他
の
人
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

　

な
ぜ
、自
分
は
消
防
士
に
な
っ
た
の
か
。

消
防
学
校
で
何
を
す
る
た
め
に
来
た
の
か

を
し
っ
か
り
考
え
て
、
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
き
た
い
。

武
田　

寛
晃

 (

湖
東
地
区
行
政
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部)

三
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佑
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に
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ほ
市
消
防
本
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榊　
　

拓
朗

 (

大
館
市
消
防
本
部)

佐
藤　

秀
磨

 (

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部)
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私
に
と
っ
て
こ
の
一
ヶ
月
は
と
て
も
大

き
く
過
密
な
も
の
で
あ
っ
た
。
消
防
の
基

礎
を
学
ぶ
た
め
に
消
防
学
校
に
入
校
し
、

日
々
の
訓
練
に
努
め
た
。

　

授
業
、
訓
練
共
に
初
め
て
経
験
す
る
こ

と
が
多
く
、
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
寮
で

の
集
団
生
活
や
先
輩
と
の
関
わ
り
方
に
お

い
て
も
同
様
で
、
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
。

し
か
し
、
先
輩
方
は
優
し
い
方
ば
か
り

で
、
私
は
す
ぐ
に
「
仲
間
」
と
強
く
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
の
意
見
を
主

張
す
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
集
団
生
活
で

あ
る
寮
に
お
い
て
は
仲
間
の
意
見
の
尊
重

も
大
事
で
あ
る
と
、
先
輩
方
と
共
に
過
ご

す
こ
と
で
感
じ
た
。

　

学
校
の
本
分
で
あ
る
授
業
や
訓
練
に
お

い
て
は
、
教
官
の
厳
し
い
指
導
の
中
に
も

私
た
ち
の
た
め
に
と
い
う
優
し
さ
を
感
じ

た
。
私
た
ち
は
人
々
を
安
心
安
全
に
守
る

た
め
の
基
礎
を
今
学
ん
で
い
る
。
厳
し
い

指
導
は
命
の
大
切
さ
や
重
み
を
表
し
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
た
。
こ
の
一
ヶ
月
と
い

う
短
い
期
間
で
も
、
私
は
大
切
な
こ
と
を

た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

新
し
い
自
分
、
新
し
い
仲
間
と
と
も

に
、
人
々
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
消
防
士

に
な
る
た
め
、
日
々
努
力
し
て
基
礎
を
築

き
た
い
。

　

消
防
学
校
に
入
校
し
て
一
ヶ
月
が
経

ち
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

　

ま
ず
初
め
に
座
学
で
は
、
消
防
法
や
消

防
用
設
備
、
消
防
組
織
制
度
な
ど
消
防
士

と
し
て
必
要
な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。
消

防
法
で
は
、
消
防
士
が
活
動
す
る
業
務
が

法
律
に
基
づ
い
て
行
う
行
政
作
用
で
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
。
消
防
用
設
備
で
は
、
政

令
で
定
め
る
消
防
用
設
備
を
設
置
し
、
そ

れ
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

学
ん
だ
。
座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
復
習
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
次

の
日
の
座
学
に
向
け
て
予
習
も
し
っ
か
り

と
し
て
い
き
た
い
。

　

次
に
訓
練
で
は
、
訓
練
礼
式
や
小
型
ポ

ン
プ
操
法
、
三
連
梯
子
操
法
を
行
っ
た
。

訓
練
礼
式
で
は
、
他
の
学
生
と
和
衷
協
同

し
て
団
結
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
は
、
消
火

活
動
の
基
礎
に
な
る
の
で
、
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
は
教
官
に
質
問
し
た
り
、
予
習
復

習
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
。

　

消
防
学
校
で
の
生
活
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
が
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、

一
人
前
の
消
防
士
に
な
る
た
め
の
基
礎
を

し
っ
か
り
学
ん
で
い
き
た
い
。

　

こ
の
一
ヶ
月
を
振
り
返
る
と
、
入
校
し

た
当
時
は
顔
を
合
わ
せ
る
の
も
初
め
て
、

一
週
間
同
じ
空
間
、
環
境
で
過
ご
す
の
も

初
め
て
な
ど
、
色
々
な
こ
と
が
初
め
て

で
、
学
生
の
大
半
が
緊
張
し
て
お
り
、
表

情
も
か
た
か
っ
た
こ
と
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。

　

私
は
こ
の
一
ヶ
月
で
二
つ
の
こ
と
が
特

に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
七

二
期
の
学
生
全
員
に
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ

り
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
か
、
気
が
合
い
、
常
々
良
い
同

期
、
そ
し
て
良
い
仲
間
を
持
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
更
に
厳
し
く
な
っ
て
く

る
と
思
う
の
で
、
向
上
心
を
持
ち
な
が
ら

努
め
て
い
き
た
い
で
す
。
二
つ
目
は
、
座

学
、
訓
練
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

こ
と
で
す
。
連
休
明
け
に
は
消
防
法
の
効

果
測
定
が
あ
っ
た
り
、
新
し
い
訓
練
が
入

っ
て
き
た
り
と
、
し
っ
か
り
と
予
習
復
習

に
努
め
な
け
れ
ば
大
き
く
差
が
出
て
し
ま

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
長
い
消
防
人
生
を
見
据
え

る
と
、
こ
の
初
任
教
育
で
の
基
礎
的
な
土

台
形
成
が
で
き
る
か
否
か
は
、
今
後
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
左
右
す
る
と
思
う
の
で
、

努
力
す
る
こ
と
に
執
着
し
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

　

消
防
学
校
に
入
校
し
て
か
ら
最
初
の
一

ヶ
月
は
全
て
が
初
め
て
の
体
験
で
、
毎
日

が
勉
強
の
日
々
で
し
た
。
入
校
時
、
各
消

防
本
部
か
ら
入
校
し
て
き
た
人
達
が
皆
真

剣
な
顔
つ
き
で
い
た
の
で
、
更
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
に
な
り
ま
し
た
。
五
分
前

行
動
や
点
呼
、
布
団
の
た
た
み
方
な
ど
、

普
段
し
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
、
最
初
の
一
週
間
は
そ
の
生
活
に
慣
れ

る
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。

　

授
業
は
、
消
防
法
や
消
防
法
施
行
令
な

ど
の
法
に
関
し
て
の
こ
と
や
、
用
語
の
ほ

と
ん
ど
が
初
め
て
聞
く
も
の
だ
っ
た
り

と
、
覚
え
る
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
が
、

消
防
業
務
を
行
う
上
で
必
要
不
可
欠
な
知

識
な
の
で
、
予
習
、
復
習
も
手
を
抜
か
ず

に
勉
学
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、
少
し
で
も
遅
れ
た
ら
、
少

し
で
も
動
作
を
誤
っ
て
い
た
ら
、
傷
病
者

そ
し
て
自
分
自
身
に
危
険
が
及
ぶ
と
い
う

こ
と
を
、
常
に
頭
に
お
い
て
活
動
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

集
団
生
活
は
、
自
分
勝
手
に
行
動
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
ま
す

が
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
全
員
で
助

け
合
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
よ
う
な
消
防
士
に
な
る
た
め
、
残

り
約
五
ヶ
月
間
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

佐
々
木　

卓
人

 (

鹿
角
広
域
行
政

組
合
消
防
本
部)

小
松
田　

翔
太

 (

横
手
市
消
防
本
部)

成
田　

瑠
茉

 (

能
代
山
本
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

山
形　

知
尋

  (

大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)



(７）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成30年６月15日（毎月１回15日発行）　№772

モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

　

消
防
学
校
に
入
校
し
て
最
初
の
四
月
が

終
わ
り
、
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
初
め

て
見
る
も
の
や
触
れ
る
も
の
、
学
ぶ
も
の

ば
か
り
で
、
今
ま
で
に
な
い
新
鮮
な
一
ヶ

月
と
な
り
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
自

分
が
入
校
以
前
に
想
像
し
て
い
た
消
防
学

校
よ
り
も
規
律
が
厳
し
く
、
教
官
の
方
々

の
指
導
も
今
ま
で
の
学
校
生
活
で
は
考
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
厳
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

実
務
研
修
の
際
に
、
所
属
の
先
輩
が
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
言
葉
な
の
で
す
が
、

「
事
務
仕
事
の
間
違
い
は
ど
う
に
か
な
る

け
ど
、
現
場
で
の
間
違
い
は
許
さ
れ
な

い
。
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
環
境
に
私
た
ち
を
送
り
出

す
教
官
の
方
々
の
立
場
を
想
像
し
て
み
る

と
、
厳
し
い
指
導
に
な
る
こ
と
も
理
解
で

き
ま
す
。
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
現
場
に
こ

れ
か
ら
行
く
私
た
ち
に
と
っ
て
、
消
防
の

プ
ロ
で
あ
る
教
官
の
方
々
か
ら
厳
し
く
も

的
確
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

の
半
年
間
は
幸
せ
な
期
間
で
あ
り
、
全
力

で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
ヶ
月
は
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
半
年
間
も
あ

っ
と
い
う
間
だ
と
思
う
の
で
、
一
日
一
日

を
大
事
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

古
谷　

優
樹

 (

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

平成30年度秋田県消防操法大会支部大会日程
支　部　名 開催月日 開　催　場　所
鹿 角 7. 1（日） 鹿角市役所駐車場
大館北秋田 7.29（日） 上小阿仁村 村民グラウンド
能代市山本郡 7.29（日） 能代港下浜岸壁埠頭
男鹿潟上南秋 7.29（日） 五城目町消防本部敷地裏
秋 田 市 7. 8（日） 秋田市消防訓練場（秋田市御所野）
由利本荘にかほ 7.28（土） にかほ市消防本部庁舎前
大仙仙北美郷 7.14（土） 大曲の花火公園
横 手 市 7.29（日） 雄物川河川公園（横手市雄物川町）
湯沢市雄勝郡 7.29（日） 湯沢市松ノ木グラウンド

初
任
教
育
訓
練
の
様
子
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今
回
は
大
館
市
消
防
本
部
よ
り
戌
年
だ

け
に
、「
ワ
ン
だ
ふ
る
」な
話
題
を
提
供
し

ま
す
。

◆
去
る
一
月
七
日（
日
）に
行
わ
れ
た
、
消

防
出
初
式
の
分
列
行
進
に
お
い
て
、
戌
年

に
ち
な
み
、
秋
田
犬
の「
あ
こ
」と「
飛
鳥
」

が
特
別
参
加
し
ま
し
た
。

り
で
し
た
。

　

着
ぐ
る
み
の
ハ
ッ
チ
君
・
ハ
チ
コ
ち
ゃ

ん
も
負
け

て
は
い
ら

れ
な
い
と

観
客
に
こ

れ
ま
で
に

な
い
愛
嬌

を
振
り
ま

い
て
い
ま

し
た
。

◆
五
月
三

日
、
秋
田

犬
展
覧
会

本
部
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

今
話
題
の
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

選
手「
ザ
ギ
ト
ワ
」さ
ん
⒂
に
贈
ら
れ
る
秋

田
犬
の
幼
犬﹇
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
﹈（
メ
ス
）の

お
披
露
目
も
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会

場
に
は
例
年
の
倍
以
上
の
来
場
者
が
国
内

外
か
ら
大
館
市
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

　

日
本
国
旗
と
ロ
シ
ア
国
旗
に
使
用
さ
れ

て
い
る
旗
棒
と
三
脚
は
、
実
は
大
館
市
消

防
本
部
が
秋
田
犬
保
存
会
に
レ
ン
タ
ル
し

た
も
の
な
の
で
す
。
意
外
な
と
こ
ろ
で
日

露
友
好
に
貢
献
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。

　

来
年
四
月
に
は
大
館
駅
前
に
「
ハ
チ
公

の
駅（
仮
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ぜ
ひ

と
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
大
館
市
消
防
は
、
今
後
も
郷

建　物
林　野
車　輛
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合　計
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火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

『
大
館
市
消
防
と
秋
田
犬
』

　

飼
い
主
は
県
外
か
ら
大
館
市
に
移
住
し

て
き
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
女
性
お
二

方
。普
段
は
大
館
駅
前
に
あ
る「
秋
田
犬
ふ

れ
あ
い
処
」を
訪
れ
れ
ば
会
え
ま
す
よ
。

　

消
防
団
員
か
ら
は
、
戌
年
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
来
年
以
降
も
秋
田
犬
に
出
動
し
て
も

ら
い
た
い
と
要
望
が
出
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ

（
情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
）

土
を
愛
し
、
秋
田
犬
と
と
も
に
歩
み
続

け
、
消
防
団
員
確
保
に
全
力
で
邁
進
し
、

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す
。左がザギトワ選手へ贈られた〔MASARU〕


